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緒日

転作田の飼料畑化過程を明らかにするため 1984年 5月4日に播種されたちJレ77)レファ CMedic

ago sativa L，品種デュピュイ)とスムースプロムグラス (8romus inermis leyss 品種北見一号)

草地の4年目について調査研究したので、以下にその概要を記述する。

材料および方法

供試した水田土壌は， 1983年まで25年間以上水田として使用された恵庭市黄金町の火山性土壌で，造

成後4年自の土壌である。

この草地土壌の 1986年における三番草収穫跡地土壌の特性は表 lのようであるt

表 l 三番草収穫跡地土壌の特性 '86 

処 理 区
pH EC T-N P205|K20 /i caO乾1M土gOIーNa20 

H20 I KC 1 μmoh % lnfl / 1009 

単播堆肥アノレファノレファ区 5.45 4.37 129 0.33 8.8 15.3 160 47.9 2.3 

単播堆肥スムースブロムグラス区 5.41 4.55 108 0.30 4.2 12.7 135 40.8 1.7 I 

交 互 条 播 堆 BE 区 5.36 4.64 139 0.32 7.0 15.2 135 40.8 2.3 

交互条播無堆肥区 5.57 4.75 132 0.30 6.1 19.5 157 43.8 2.0 I 
平 均 5.44 4.66 127 0.30 6.5 15.6 147 43.8 2.0 

処 理 区 Cu I Mn I Zn mNg0/31-0N 08 ppm 

単播堆肥アノレファノレファ区 1.6 95 3.0 1.13 

単播堆肥スムースブロムグラス区 1.9 69 3.1 0.4 5 

交 互 条 播 堆 HE 区 1.8 79 3.0 1.13 
交互条播無堆肥区 1.7 77 2.8 0.90 

平 均 1.7 79 2.9 0.90 

すなわち， pHの平均はH20で5.44，KC 1で4.66とやや低い値を示していた。全窒素 (T-N)は

0.30 %で pH同様処理問差異は認め難かった。有効態の燐酸は平均で 6.5ln'Jj 1009乾土でやや少なく，カ

リも 15.6tn'Jj 1009乾土と少なかった。ナトリウムは 2.0呼/1009乾土であった。またカルシウムは 147

1n'Jj 1009乾土と少なかったが，マグネシウムは 43.31n'Jj1009乾土とやや多い傾向を示した。徴量要素の
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銅は1.7ppm，亜鉛は 2.9ppmと少なく，マンガンは 79ppmでやや多い傾向であった。

圃場は 1984年に造成した試験圃をそのまま用いた。 すなわち交互条播堆肥区，交互条播無堆肥区，単

播堆肥アノレファノレファ区，および単播堆肥スムースプロムグラス区の 4処理である。 1処理区の大きさは

3mx3飢で，畝聞は 30cmである。

本年の施肥量は硫酸カリ 300kgjhaを1987年4月24日と一番草および二番草刈り取り後に，また熔成苦

土燐肥500kgjhaを一番草と二番草の刈り取り後に追肥した。また，微量要素肥料として F.T. E. 4kgj 

加を二番草刈り取り後に表面施用した。

土壌は毎刈り取り後に各処理区，中央部の畝聞から表層lQcmの土壌を採取して，風乾後分析に供試した。

結果

草丈の推移:アルファノレファ

およびスムースブロムグラスの

各刈り取り期における草丈は，

表2のようであった。なお，両

交互条播区，および単播区にお

ける二番草以降のスムースブロ

ムグラスについては，その株の

ほとんどが消失した。

アルフアルファは一番草が

6 6.4 ---7 1.4cmの範囲であり，二

番草では 73.8 ---7 5.8 cm，三番草

表2 草丈の推移

単 播 堆 m~ 
アルファノレファ区

単 播ム堆グ 肥
スムスブロ ラス区

交互条播堆肥区
アノレファ Jレファ

交互条播堆肥区
スム スブロムグラス

交互条播無堆肥区
アノレファノレファ

交互条ース播ブ無ム堆グ肥区
スム ロ ラス

'87~，二，三番草(仰)

一番草 一番草 一番草|
6月10日 7月17日 9月9日

68.6士6.14 75.8士4.77 65.0土 11.2

39.4土 9.22

66.4土 8.07 75.4土 6.10 67.5:f:: 9.33 

71.4土 9.93 73.8土 7.06 64.6:f:: 11.2 

では 64.6---6 7.5cmであった。またスムースブロムグラス一番草は 39.4cmであったo これらの結果から草

種間ではアノレファノレファ>スムースフ、、ロムグラスという関係であり，番草間，処理問では， アノレヲァ Jレフ

ァに限ってであるが，明瞭な差異は認め難かった。

生草重および乾物重:生草重および乾物重は表 3のようであった。すなわち生草重は単播堆肥アノレファ

ノレファ区では一番草 16t，二番草 14t，そして三番草では 6.5t jhaで合計36.8t jhaであり， これらの

乾物重の合計は 6.5t jhaであった。一方単播堆肥スムースブロムグラス区では僅かに一番草の 3t jhaの

みでその乾物重は 0.7t jhaで、あった。両交互条播区のアルフアルファの乾物重は 7.1---7.5t jhaでスムー

スブロムグラスは皆無であった。また， これらの牧草の乾物率はアノレフアルファで 14.2---2 1.0 %であり，

スムースブロムグラスでは 22.3%であった。

牧草のミネラ jレ組成:以上のような成育を示した牧草のミネラル組成は表4のようであった。すなわち

灰分含有率はアルフアルファと， スムースプロムグラスともに平均9.5%であった。またアルフアルファ

に限って処理間差異はみられなかったが，三番草で若干低下していた。ケイ酸の含有率は，アルフアルフ

ァで 0.62%， スムースブロムグラスで 2.27%と後者に高く，処理問で差異は見られなかったが三番草で

は高まっていた。燐酸はアルフアルファ平均で0.46%， スムースブロムグラスで 0.38%と前者でやや高

かった。カリはアルフアルファで 3.68%， スムースブロムグラスで 3.01%であった。カルシウムはアノレ
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ファノレファで1.06%に対し，スムースプロ

ムグラスでは半分以下の 0.38%であった。

マグネシウムはアルファノレファで平均0.49

%， スムースブロムグラスで 0.35%であっ

た。処理問差異は認められなかったが，一

番，二番，三番草と順に減少する傾向が見

られた。ナトリウムはアルファ Jレファで

表 3 生草重・乾物重とその割合

0.04 %，スムースブロムグラスで 0.02% 

であり，三番草において減少していた。全

窒素はアルフアルファで 3.71%，スムース

ブロムグラスでは1.08%と後者で少なく，

一番草においても若干少なめであった。硝

酸態窒素 (N03-N)はアノレブアルファで

0.009 %， スムースブロムグラスで 0.0004

%で共に少なく全窒素に似た傾向が見られ

た。

アルフアルファおよびスムースプロムグ

ラスにおける微量要素含有量は，銅が前者

で8.3ppm後者で 4.0ppmであったが，一

番草で比較すると差異は見られなかった。

表4 牧草のミネラ Jレ組成

処 理 区

単 播 堆 目巴
アルファノレファ区

単 播 堆 目巴

スムースプロムグラス区

交互条播堆肥区

アノレファノレファ

交互条播堆肥区

スムースブロムグラス

交互条播無堆肥区

ア Jレファノレファ

交互条播無堆肥区

スムースブロムグラス

番草 生kg草/ha重

一番草 16.160 
二番草 14.140 
三番草 6.560 
合計 36B60 
一番草 3.130 
二番草 。
三番草 。
合計 3，130 
一番草 20，080 

一番草 15.810 
三番草 4.770 
合計 40.660 
一番草 。
二番草 。
三番草 。
合計 。
一番草 20.580 

一番草 14.060 
二番草 5.720 
合計 40，360 
一番草 。
二番草 。
三番草 。
合計 。

'87 

乾kg物/h重a 
乾物率
% 

3.167 19.6 
2ρ77 14.7 

1，311 20.0 

6.555 17.8 

761 22.3 。。
761 22.3 

3，903 19.4 

2，243 14.2 

1.002 21.0 

7，148 1 7.6 。。。。
4.156 20.2 
2，098 14.9 

1，221 21.0 

7，475 18.5 。。。。
'87 

草 刈
処 理 区 灰分Isio21 P2Us I K~乾0物Ic当aたO り|地%0|Na2GIT-N|N03-N Cu T Mn I i~ 

種 取 ppm 

一 単播堆肥区 11.0 0.32 0.30 3.90 1.07 0.79 0.05 2.83 0.005 5.3 59.0 59.0 
番 交互条播堆肥区 11D 0.31 0.46 3.90 0.92 0.42 0.05 3.10 0.008 5.0 64.0 40.0 
ア 草 交互条播無堆肥区 9.0 029 0.32 3.90 0.98 0.89 0.05 3.14 0.007 4.8 56.0 41.0 
ノレ 一 単播堆肥区 9.7 0.52 0.42 3.40 1.22 0.43 0.06 4.28 0.010 11.0 63.5 51.0 

フ 番 交互条播堆肥区 9.3 0.35 0.44 3.51 0.95 0.49 0.04 3.90 0.007 10.3 53.5 40.5 
草 交互条播無堆肥区 102 023 0.42 3.59 0.85 0.53 0.04 3.73 0.013 9.0 40.0 41.0 
ア
単播堆肥区 8.3 一 0.94 0.59 3.48 1.24 0.23 0.01 4.37 0.013 8.0 66.5 78.0 

Jレ
番 交互条播堆肥区 8.8 1.44 0.66 3.56 1.19 0.32 0.01 4.14 0.009 11.5 49.5 86.5 
フ 草 交互条播無堆肥区 8.5 1.19 0.46 3.68 1.12 0.33 0.02 3.92 0.008 10.0 49.5 73.0 
ア 9.5 0β2 0.46 3.68 1.06 0.49 0.04 3.71 0.009 8.3 55.7 56.7 
平 均 土 ± ± 土 + 土 十 十 土 十 + ± 

1.02 0.45 0.12 0.21 0.15 0.2-2 0.02 0.56 0.003 2.67 8.55 18.30 
スムースブロムグラス

9.5 227 守0.38 3.0 1 0.36 0.35 0.02 1.08 0.0004 4β 114 76β 単播堆肥区一番草

マンガンは前者で 55.7ppm，後者が 114ppmと後者に多く，ほぽ倍であった。亜鉛は前者で 56.7ppm 

後者で 76.0ppmであった。それぞれ処理問差異は認められなかったが，銅が一番草に少なく，亜鉛が三
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番草に多い傾向が見られた。

三番草収穫跡地土壌の特性:4年目 (1987年)の三番草収穫跡地土壌の特性は表5のようであった。

すなわち pHはH20で平均5.86，KClでは 4.97と前年同期(表 1)よりも若干高い値であった。 また

土壌溶液の電気伝導度 (EC)は平均 120μmohで前年同期よりやや低下していた。全窒素含有量は平均

で0.36%とやや多かった。有効態燐酸は平均で 10.5 7n~/ 1009乾土と前年よりも多く，特に単播堆肥スム

ースブロムグラス区で多くなっていた。カリは平均24.2呼/1009乾土，カルシウムは平均1827flf}/1009 

章社と両者とも前年に比べ増加していたが，マグネシウムは平均45; 9Jn~ / 100 9乾土，ナトリウムは平均2.4

1ftIif/1009乾土と前年に比べ差異は見られなかった。微量要素の銅，マンガンおよび亜鉛はそれぞれ平均

が3.5，• 7 1.3， 4.9 p pmと前年に比べマンガンは差異がなかったが，銅と亜鉛では倍増していたo 硝酸態

窒素は平均 2.62 7n~/1009乾土と前年よりも多く，単播堆肥アノレファノレファ区以外の区に多い傾向であっ

た。また，各刈り取り後の跡地土壌の平均値は表 6のようであった。

表5 三番草収穫跡地土壌の特性 '87 

処 理 区 pH EC T-N P2051K20 1 /cao乾1 MgO I Na20 
H20 KCl μmoh ヲら m~ / 100 9 土

単播堆肥アノレファノレファ区 5.61 4.82 125 0.4 5 11.5 2 1.9 185 30.2 2.1 
単播堆肥

6.34 5.23 122 0.35 13.5 25.8 195 55.5 2.7 スムースブロムクヲス区

交互条播堆肥区 5.69 4.49 124 0.32 7.8 21.3 188 50.4 2.5 

交互条播無堆肥区 5.79 4.85 107 0.32 9.0 27.8 158 47.4 2.1 

平 均 5.86 4.97 120 0.36 10.5 24.2 182 45.9 2.4 

処 理 区 Cu I Mn I Zn N03-N 
ppm 時/1009

単播堆肥アノレファノレ77区 3.9 75.3 5.6 1.14 

単播ス堆ム肥
ースフ守口ムグラス区 2.8 71.0 3.2 2.68 

交互条播堆肥区 3.7 72.5 5.7 4.40 

交互条播無堆肥区 3.4 66.3 5.1 1.98 

平 均 3.5 71.3 4.9 2.62 

表6 一，二番草および三番草収穫跡地土壌の特性 '87 

処 理 区 pH EC T-% N P205|K20/|caO乾|土~gO I Na20 
H20 KCl μmoh 7n~ / 100 [} 

一番草跡地土壌平均 6.12 5.09 124 0.55 9.2 25.0 218 52.9 3.1 

二番草跡地土壌平均 5.79 5.07 223 0.61 1 1.1 32.7 196 57.7 5.3 

三番草跡地土壌平均 5.86 4.97 120 0.36 1 0.5 24.2 182 45.9 

処 理 区 Cu I Mn I Zn N03-N 
ppm m~/ 1009 

一番草跡地土壌平均 2.8 146 5.4 1.37 

二番草跡地土壌平均 2.5 1 31 5.5 6.0.2 

三番草跡地土壌平均 3.7 ' 7 1.3 4.9 2.62 
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考察

水田として25年間以上も利用されていた恵庭市黄金町の火山性土壌に，アルファノレブァとスムースブロ

ムグラス草地を造成し，無窒素施肥条件で管理した 4年目の結果は以下のようであった。まずスムースプ

ロムグラス株は本年消失してしまったが， これは収穫跡地土壌の特性などを考慮すると，刈り取り時期を

アルファノレファに合わせて行ったためと考えられたが， スムースプロムグラスの再生生理の相違や病害に

よるものも考えられた。4)またアルフアルファにおいても乾物収量は前年に比べ単播区で半分以下と少なか

った0・これらの事は，アルフアルファにおいては適品種，例えばパータス (Vertus)やjレーテス (Lutece)

のような耐病性品種の選択が重要であると考えられたfまた随伴草としてのスムースフ守口ムグラスの品種
についての検討ヰ刈り取り時期と再生に関する検討の必要性があると思われた。

これら牧草のミネラノレ組成に対する処理問差異は見られず，草種間ではアルファノレファで窒素， カノレシ

ウムおよびマグネシウム含有量が多く， スムースプロムグラスでケイ酸およびマンガン含有量が多い傾向

は前年同様であったが，カリについてはスムースプロムグラスよりもアルファノレファで多く，前年までの

測定結果とは逆の傾向であった。これは， スムースブロムグラスの草勢が一段と低下していることが原因

ではないかと思われた。

跡地土壌の特性は前年同期と大きな変化は認められなかったが，各要素とも若干増加の傾向がうかがわ

れた。これは牧草の収量が減少していることが関与していると思われた。

摘要

転作田の飼料畑化過程を明らかにするため，アルファ Jレファとスムースブロムグラスを供試して，その

4年目草地について検討した。この土壌は 1983年まで 25年間以上水田として使用されていた恵庭市黄

金町の火山性土壌であり，単播堆肥アノレファノレファ区，同スムースブロムグラス区さらにこれら両牧草の

交互条播堆肥区，および無堆肥区の4処理の 4年目草地の調査結果である。

施肥は硫酸カリ 300kg/haを4月24日とー，二番草刈り取り後に，熔成苦土燐肥500kg/haをー，二番草

の刈り取り後に， またF.T. E. 4kg/haを二番草刈り取り後にそれぞれ表面施用した。刈り取りは一番草

6月10日，二番草 7月17日，三番草9月9日に行った。

その結果， 4年目の乾物収量は単播堆肥アノレフアルファ区で 6.6t /ha，同スムースブロムグラス区では

0.7 t / haであった。またこの両牧草による交互条播堆肥区では 7.1t / ha，同無堆肥区では 7.5t / haであ

った。これら牧草のミネラノレ含有率は処理問差異は認められず，牧草間，番草間差の一部に差異が認めら

れた。すなわち，牧草間差としてT-N，Ca， Mgがアルファノレファに多く， Si02， Mnがスムースブロ

ムグラスに多かった。また三番草収穫跡地土壌の特性は，燐酸および硝酸態窒素含有量を除くと明瞭な差

異は認め難かった。
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